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令和 4年 8月 29日 

 

 

 

「加賀百万石文化めぐり(秋編)リーフレット」の発行について 

 

 

兼六園周辺文化の森等活性化推進実行委員会は、各文化施設が連携し、年間を通して

展覧会やイベントを開催する「加賀百万石文化めぐり」を、4月 1日から開催しており

ます。 

今回はその秋編として、石川県立能楽堂開館 50周年記念特集をはじめ、9月から 11

月に開催する展覧会やイベント情報を掲載したリーフレットを発行しました。 

 

１ 主な展覧会 

 

①「ジャンルレス工芸展」 

    東京国立近代美術館が所蔵する国内外の優れた工芸・デザイン作品を中心に、 

あえて工芸と括らずに新しい視点でご紹介する展覧会です。器からオブジェま 

で形状はさまざまですが、鑑賞者はジャンルを気にすることなく、工芸素材と 

それを活かす卓越した技術を用いた幅広い表現に触れることができるでしょう。 

    会 期 9月 16日（金）～12月 4日（日） 

    会 場 国立工芸館  

観覧料 300円（一般）ほか 

 

②「加賀宝生のすべて-能面と能装束-」 

金沢の伝統芸能のひとつである「加賀宝生」。江戸時代の頃から宝生流の能が盛 

んな加賀藩を象徴する前田家伝来の能装束 61点と能面 15点を紹介します。幕 

末の藩主と能の関わりを考えながら、地方独自の発展を遂げた加賀藩の能楽史 

をふりかえります。 

会  期 9月 17日（土）～10月 23日（日）    

       会 場 県立美術館 

観覧料 1,000円（一般）ほか 

 

③「アトゥイ-海と奏でるアイヌ文化」 

「アトゥイ」はアイヌ語で「海」。アイヌにとって海は生業の場であり、外の世

界と繋がる交易の道でもありました。北前船による蝦夷地と本州の産物往来に

も、アイヌが深く関わります。生活道具や工芸品からアイヌをとりまく海の世

界を紹介し、北陸の関係資料をもとに海を介した交流についてさぐります。 

会  期 9月 23日（金・祝）～11月 13日（日） 

    会 場 県立歴史博物館 

    観覧料  1,000円（一般）ほか 

 



２ 主なイベント 

   

  石川県立能楽堂開館 50周年記念イベント（会場：県立能楽堂） 

 

  ①ろうそく能 

   ろうそくの幻想的な灯りの中で能を上演します。ろうそく能「玉葛（たまかずら）」、 

   狂言「腰祈（こしいのり）」、一調「唐船（とうせん）」を鑑賞できます。また、 

能装束の着付の様子も、解説付きでご覧いただけます。 

日 時 9月 24日（土） 14時 30分～17時（予定） 

料 金 1,500円 ※割引有（高校生以下無料・要入場券） 

 

  ②能楽新世界 【第 1章】デジタル掛軸 【第 2章】LED LIGHT 

    世界で活躍するデジタルアーティスト長谷川章氏が織り成す光の芸術「デジタル 

掛軸」の中で舞囃子を舞い、普段と異なる色彩豊かな LED照明の演出で能「黒塚 

(くろづか)白頭」を上演します。 

日 時 10月 1日（土） 13時 30分～16時（予定） 

料 金 2,000円 ※割引有（高校生以下無料・要入場券） 

 

③開館 50周年記念トークショー「いしかわの文化にふれて(仮)」 

 連続テレビ小説「まれ」の出演を機に、石川の様々な文化に親しまれている、俳 

優の常盤貴子さんをお招きし、能楽との出合いや本県文化の魅力などについてお 

話しいただきます。 

   日 時 10月 22日（土） 18時～19時（予定） 

   料 金 無料（要申込・応募者多数の場合は抽選） 

 

  ④開館 50周年記念能 

開館 50周年を記念し、能 2番「羽衣」「鞍馬天狗」、狂言 1番「朝比奈」を上演 

します。「鞍馬天狗」は宝生流二十代宗家がシテを務めます。 

日 時 10月 29日（土） 15時 30分～18時 30分（予定） 

料 金 3,000円（高校生以下無料・要入場券） 

 

                              ほか 

 

※その他のイベント等につきましては、添付のリーフレットをご参照願います。 

※掲載されている展覧会やイベントについては、やむを得ず変更となる場合が 

ございます。お出かけの際は事前に各施設のホームページなどで最新の情報を 

ご確認ください。 
 

（事務担当） 

 県民文化スポーツ部文化振興課 

担当：藤井、市村 

 TEL:076-225-1371（内線 3856） 


















